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株主の皆様へ

取締役社長

　株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。
　ここに、当社グループ第117期（平成25年4月1日～平成26
年3月31日）のご報告を申し上げます。

　当期の経済状況は、国内では、自動車関連等一部の業界で円
安の影響により業績が改善しましたが、エネルギーや原材料の調
達コストアップにより、総じて厳しい状況が続いています。海外で
は、欧州景気に底打ちの兆しが見え始めるとともに、米国では緩
やかな経済回復が続き、中国やアセアン諸国では減速感があっ
たものの引き続き成長を維持しました。
　当社グループは、国内では、需要先業界に設備余剰感がある
中、サポート事業の強化によるメンテナンス部品や投射材などの
消耗品の需要が下支えとなりました。海外では、中国、アセアン諸
国やメキシコなどの新興国市場で、自動車関連向けの設備投資
需要が堅調に推移しました。
　このような情勢下、当期の受注高は90,895百万円（前期比
9.0％増）、売上高は89,105百万円（同4.6％増）、受注残高は
27,526百万円（同9.4％増）となりました。
　損益面につきましては、売上高増加の影響により、営業利益は
3,836百万円（同0.6％増）、経常利益は為替差益などがあり、

5,334百万円（同6.8％増）となりました。当期純利益は、前期に中国子会社の移転に伴う土地使用権の売却
益3,161百万円を特別利益に計上した影響により減少し、2,824百万円（同46.4％減）となりました。

　利益配当金につきましては、期末配当金を１株当たり6.5円とし、すでにお支払い済みの中間配当金1株当
たり6.5円と合わせて、年間配当金を前期と同額の1株当たり13円とさせていただきました。

　当社グループの事業環境は、国内では、当社の主要なお客様である自動車関連業界では、設備稼働率の向
上に伴うメンテナンス等のアフターマーケット需要が見込まれますが、鋳造業界等円安のデメリットを受けるお
客様については、引き続き厳しい事業環境が続くものと思われます。海外では、自動車関連業界等の設備投資
が、新興国へシフトする動きが顕著になるとともに、新興国市場の成長に呼応したローカル企業の設備投資需
要が期待されます。
　このような状況の中、アジア市場をターゲットに技術移転の推進により現地対応力を強化するとともに、海外
現地拠点と協働して、設備の安定・安全稼働をサポートするアフターサービス事業を強化・拡充することで部品・
消耗品・改造・メンテナンスによる「細かく稼ぐ」ことを徹底いたします。加えて、各市場のニーズに適応した商品
開発を加速させ、設備・ソフト・改造・プロセスの提案を積極的に行い、売上の拡大と収益の確保に努めてまいり
ます。

　これからも皆様のご期待に沿うべく全力を傾けてまいりますので、このうえとも倍旧のご支援ご指導を賜り
ますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年6月
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中期経営計画について

モノ

人材づくりを目指す。

市場目線でのモノづくり

アフターサービス事業の強化

スキルを軸とした人づくり

連結経営の仕組みづくり

グローバル拠点で共通部分のストック化を推し進めるとともに、部品の現地調達化を加速して、
現地での対応力を強化する。

品質方針 環境方針

企業倫理行動指針

およ

する。

世界のお客様と感動の共創
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■海外の主な製造・販売サービス拠点
─11ヶ国22拠点─

新たな新東ブランドの構築
「世界中のお客様から選ばれ続ける新東ブランド」

「ONE GLOBAL SINTO」

“技術の差別化” ＋ “信頼のサポート”

シンボルマーク　   は「東」から昇る燃える太陽の炎で新東の行動力を表すとともに、「新」は挑戦、マークの１０本の　　は、
お客様と握手して一体となり、ともに発展していく姿を示しています。
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グローバル展開

南米・その他
11.2%

アジア
52.4％

欧州
13.4%

北米
23.0%■海外売上高の概況

11月設立
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トピックス

10 11 12 12014

　インド拠点、シントー・バラット・マニュファクチュアリング社（タミル・ナードゥ州チェ
ンナイ市）の工場建屋部分が完成し、生産を開始いたしました。工場の完成により、
インドにおける鋳造事業の抜枠造型ラインおよび表面処理事業の汎用ショットブラ
ストの生産販売が本格的にスタートいたします。インドは今後の成長が期待できる
将来有望な市場であり、これを足掛かりに当地区での拡販やブランドイメージの浸
透に注力してまいります。

シントー・バラット・マニュファクチュアリング社生産開始

　タイ、バンコク市内で開催された「METALEX:2013」に、タイ拠点のタ
イ新東工業社とサイアムブレーター社が共同で出展しました。
　実際にショットブラスト機の実演投射を行うことで、競合他社との技術力
の違いをご理解いただき、お客様の層をさらに厚くすることができました。
　また、会場内で、当社社員による鋳造技術講演会を実施し、他社との差別
化を目指す現地ローカルのお客様にも大変好評でした。このような展示会
の場をマーケティング、販促のみならず、「新東ブランド」ＰＲの場としても、
積極的に活用してまいります。

タイ「メタレックス２０１３」に出展

　中国、広東省広州市に、中国拠点の新東工業商貿（昆山）有限公司と現地企業の
恵州市中通機械有限公司との合弁で、広州新中通機械有限公司を設立し、業務を
開始しました。広州市は日系三大自動車メーカーおよびその部品メーカーが集積
する重要なエリアです。今回設立した新会社は、ローカル企業として活動すること
で、当地に進出した企業の日々のメンテナンスや部品・消耗品供給の現地調達化
をサポートしてまいります。

広州新中通機械有限公司設立
　豊川製作所内のショールームがリニューアルしました。本リニューアルは、
ショールームを豊川製作所のお客様をおもてなしする施設と位置づけ、「要
素技術の訴求力アップ」を目指して実施しました。要素技術をおもちゃ化した
デモ機の改造等を行い、当社の始まりから技術の広がり、それを支える要素
技術と、ストーリー性を持ったショールームへと進化させました。また、来訪者
の目的や滞在時間に合わせたご案内をすることで、さらなる当社技術やブラ
ンドの周知に努めてまいります。

ショールームリニューアル
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　北海道地区の新たな拠点となる北海道営業所
が竣工し、開所式を実施しました。新たな営業所
は、工場と倉庫の機能を兼ね備え、北海道地区お
客様の点検・修理の拠点として、また、災害時の
緊急部品供給の拠点として、事業継続計画にも
対応した備えといたしました。お客様との直接の
コミュニケーションを大切にし、地域に密着して
「この町一番」の営業所を目指してまいります。

　経済産業省が選定する「グローバルニッチトップ（ＧＮＴ）企業
１００選」に当社が選定されました。「ＧＮＴ企業１００選」は、国際
市場の開拓に取り組んでいる企業のうち、ニッチ分野において
高いシェアを確保し、良好な経営を実践している企業を経済産
業省が選定・顕彰するもので、今回が初めての選定です。
　当社の鋳造装置は、環境・安全に
配慮した独創的な技術をもとに開発
され、長年、世界の鋳造業界で使用
され続け、高いシェアを維持すると
ともに、高い評価を得ていることか
ら、今回、顕彰の対象となりました。

北海道営業所開設 グローバルニッチトップ企業１００選
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■事業内容 　当社グループは、当社および子会社45社、関連会社5社で構成され、シェールガス掘削用
途のサンドコーティング設備を含めた鋳造、表面処理装置、投射材・研磨材、環境、搬送および
メカトロ関連等特機の設備装置の製造・販売を主な内容として、グローバルに事業活動を展開
しています。

環  境  事  業

鋳  造  事  業

搬  送  事  業

コンベアシステム段差解消機

　VOCガス浄化装置、水処理装置は低調でしたが、セメント業界向けへの大型集塵
装置や工作機械向け小型汎用集塵機、メンテナンス部品が堅調に推移し、売上高は、
8,784百万円(同1.9％増）となりました。
　営業利益は、コスト低減効果などにより、282百万円（同212.1％増）と大幅な改
善となりました。

　国内では食品・流通業界向けシザーリフトが堅調に推移し、北米市場では自動車部品向け
搬送装置の需要が回復傾向となりました。この結果、売上高は、5,177百万円（同2.７%増）
となりました。
　営業利益は、搬送装置の価格競争激化により、10百万円（同92.9％減）となりました。

　自動車部品の生産設備向け
サーボシリンダや検査装置が好
調に推移するとともに、中国市
場での有機ＥＬ向け精密計測機
器が大きく寄与し、売上高は、
8,289百万円（同35.6％増）
となりました。
　営業利益は、53百万円（前期
は288百万円の損失）となりま
した。

自動注湯機による注湯

表  面  処  理  事  業

　メキシコやインドネシアなどアセアン市場で、自動車部品向け鋳
造設備や自動注湯装置が堅調に推移しましたが、北米市場での
シェールガス掘削向けサンドコーティング設備の低迷などにより、
売上高は、31,729百万円（前期比5.7％減）となりました。
　営業利益は、売上高の減少により1,789百万円（同21.1％減）
となりました。

35.2％

40.1％

9.8％

5.7％

9.2％

特  機  事  業
　メキシコやアセアン市場で自動
車部品向けショットピーニングマシ
ンが堅調に推移するとともに、国
内では鉄骨向けショットブラスト装
置が伸長しました。装置用投射材
は堅調に推移し、分野全体の売上
高は、36,087百万円（同10.2％
増）となりました。
　営業利益は、分野全体で3,114
百万円（同0.7％増）となりました。

事業別業績

売上高 営業利益

H25.3 H26.3

H25.3 H26.3

33,652
31,729

2,267

1,789

売上高 営業利益

H25.3 H26.3

32,755
3,093

36,087

3,114

8,621 8,784

90

282

売上高 営業利益

H25.3 H26.3

5,040 5,177
144

10

売上高 営業利益

H25.3 H26.3

6,111

8,289

53

-288
-166

売上高 営業利益

中子品質向上とコンパクト化を実現した
新型シェルマシン

白色干渉顕微鏡

自動2次元座標測定機
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新発売のピーニング
非破壊検査装置を使用した
検査イメージ

メンテナンス時間を大幅に
短縮した新型ショットブラスト

ダミー

パッケージタイプの新型排ガス浄化装置「デオサーモ」 大型集塵装置

現地工事1日で据付け可能

109



連結損益計算書の概要 単位：百万円（未満切捨）

平成25年4月1日～平成26年3月31日

前期
（平成25年3月31日現在）

当期
（平成26年3月31日現在）

前期
（平成25年3月31日現在）

当期
（平成26年3月31日現在）

平成25年4月1日～平成26年3月31日

POINT

POINT

POINT

POINT

連結貸借対照表 単位：百万円（未満切捨）

連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（未満切捨）
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13円
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財務ハイライト

　売上高が伸びましたものの、売上原価、販売費及び一般管理費の増加により、営業利益は微増にとど
まりました。最終的な当期純利益は、前期に中国子会社の移転に伴う土地使用権の売却益31億円を特
別利益として計上した反動により減少し、28億円となりました。
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　有形固定資産と投資有価証券
の増加等により、当期末の資産合
計は、前期末と比べ105億円増加
し、1,269億円となりました。負債
は、前期末と比べ20億円増加し
417億円となり、純資産は、為替
換算調整勘定や利益剰余金の増
加等により、前期末と比べ84億円
増加の851億円となりました。

　営業活動によって得られた資金
は、税金等調整前当期純利益等に
より71億円となりました。これに
投資活動により支出した71億円、
財務活動により支出した14億円、
現金及び現金同等物に係る換算差
額16億円等が加わり、現金及び現
金同等物の期末残高は、期首に比
べ4億円増加し193億円となりま
した。
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 法人税等の
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■ 商　　　号 　新東工業株式会社（英文名: Sintokogio, Ltd.） 
■ 本店所在地 　名古屋市中区錦一丁目11番11号　名古屋インターシティ10階
■ 設立年月日 　昭和9年10月2日
■ 資　本　金 　57億5,222万4,825円
■ 従　業　員 　1,653人〔連結3,794人〕（平成26年3月31日現在）

■ 役　　　員　 （平成26年6月24日現在）
　 代表取締役会長 平　山　正　之 
　 代表取締役社長 永　井　　　淳
　 専務取締役
　 専務取締役

平　井　修　司

取締役 伊　澤　守　康
裏　辻　育　久

取締役 谷　口　八　束
取締役（社外） 小　澤　正　俊

取締役 高　橋　信　次

取締役 久　野　恒　靖

監査役（常勤） 岩　瀬　　　豊
監査役（常勤） 夏　目　俊　信
監査役（社外） 柴　田　稔　久
監査役（社外） 唐　木　康　正

■ 商　　　号　新東工業株式会社（英文名: Sintokogio, Ltd.） 
■ 本店所在地　名古屋市中区錦一丁目11番11号　名古屋インターシティ10階
■ 設立年月日　昭和9年10月2日
■ 資　本　金　57億5,222万4,825円
■ 従　業　員　1,680人〔連結3,789人〕（平成25年●月●日現在）
■ 役　　　員　（平成25年●月●日現在）
　 代表取締役会長 平　山　正　之
　 代表取締役副会長 武　田　祐次郎
　 代表取締役社長 永　井　　　淳

取締役 廣　藤　文　明
取締役 伊　澤　守　康 
取締役 新　家　昭　義 

■ 発行可能株式総数 230,476,000株

■ 発行済株式総数 56,554,009株

■ 株主総数 5,638名

■ 株主の所有者別状況

■ 大株主の状況（上位10名）

大株主名 持株数
（千株）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,328

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

2,289株式会社　三菱東京UFJ銀行

2,276明治安田生命保険相互会社

1,892

株式会社　りそな銀行 1,668

公益財団法人　永井科学技術財団

1,455ノーザントラストカンパニー エイブイエフシーリ １５ピーシーティー トリーティー アカウント

クレディスイス セキュリティーズ ユーエスエーエルエルシー エスピーシーエル フォーイーエックスシーエル　

ノーザントラストカンパニー エイブイエフシーリ ノーザントラストガンジー アイリッシュクライアンツ

1,405

1,001株式会社　みずほ銀行

新睦会持株会

988

956

※当社は自己株式2,263千株を保有しておりますが、上記の大株主からは除いております。

株式の状況（平成26年3月31日現在）

会社の概要 株主メモ

海外法人
20.8%

自己株式　
4.0%

証券会社等
1.0%

個人その他
22.9%

金融機関
20.3%

国内法人
17.8%

投資信託
年金信託
13.2%

海外法人
18.0%

自己株式　
4.0%

証券会社等
1.0%

個人その他
23.8%

金融機関
20.6%

国内法人
17.4%

投資信託
年金信託
15.2%

前期

当期

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

配当金受領株主確定日 期末配当金：3月31日
中間配当金：9月30日

単元株式数 100株

証券コード 6339

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所、名古屋証券取引所

公告の方法
電子公告（http://www.sinto.co.jp/ir/koukoku/index.html）

（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他のやむを得ない事由が生じた時には、
 日本経済新聞に公告いたします。）

株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。 

様主株たれさ設開を座口別特めたい無が座口に社会券証、おな。いさだく出申おに社会券証るあの座口の様主株 
は、特別口座管理機関である三菱UFJ信託銀行にお申出ください。

当社ホームページでは、会社情報、投資家
情報、環境への取り組みなど、さまざまな情

未払配当金の支払いに関するお申出先

住所変更、単元未満株式の買取のお申出先
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